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表１　プロポーザルの概要と設計コンセプト

図１　設計工程
表２　ＵＤのポイント

表３　設計のプロセス

1．経緯と目的
2005年4月から5月にかけて「（仮称）ぬまづ健康福祉プ

ラザ」のプロポーザルが行われた。プロポーザルの概要と
設計コンセプトを表1に示す。
本論は、プロポーザルによって選定された設計者と、そ

の後の設計段階においても設計者と共に市民参加の設計プ
ロセスに関わった審査員が、公共施設におけるユニバーサ
ルデザイン（以下、ＵＤ）設計のプロセスを報告するもの
である。今後、建設過程や完成後の運営や利用状況につい
ても継続的にＵＤ設計のプロセスと成果を調査・分析する。
そして、設計段階から開館後の運営までを俯瞰すること

で、市民参加の設計が「公共施設におけるＵＤの実践」に
対してもたらす効果と、その問題点を考察することを目的
とする。長期的な視座からＵＤ設計のプロセスを考察する
ことを前提に、本報告をその１と題した。
2．設計のプロセス
図１のように、設計工程は公共施設の設計としては短期

間であった。しかしながら、市担当部署の積極的な推進と、
05年6月に発足した利用・運営検討会議のメンバー（市民
有志）の協力により、短期間に効率よく市民との対話や
ワークショップ（以下、ＷＳ）を開催することができた。
市民との対話にあたっては、初めて出会う市民同士や市

民と設計者の間に共通認識を築くために、平易な言葉遣い
を心がけた。参加者の共通基盤とすべくＵＤのポイントと
して、表２のキーワードを掲げると共に、利用･運営検討会

議メンバーと設計者が近隣市の類似施設を合同視察し、共
通体験を通じて、その長所や短所について意見交換した。
三ヶ月弱の基本設計期間でプロポーザル提案の基本コン

セプトに対する市民の理解を得ながら、市民の要望や希望
を計画に取り込んだ。基本設計半ばの８月前半に集中的に
行われた市民意見交換（ＷＳ01～03）と、総括的な議論の
場としての第２回利用･運営会議を経て、基本設計内容がほ
ぼ決定し、その後の第３回で中間報告、第４回で基本設計
をまとめた。また、第５回では実施設計の結果を市民に報
告し、第６回では建設段階で検討すべきテーマについて意
見交換を行った。表３にそのプロセスをまとめた。
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表４　設計過程におけるスパイラルアップ

表５　市民参加がもたらす効果

図２　設計過程におけるスパイラルアップ
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3．設計過程におけるスパイラルアップ
ＷＳや利用･運営会議においては、各階1/100 内部模型

が、市民の空間把握に対して大きく寄与した。また、本計
画におけるＷＳは利用･運営会議の分科会として、多様な意
見を吸い上げる場として機能した。設計者としてのスタン
スは、実現可能なものはすべて設計に盛り込み、技術的あ
るいは工事予算の関係で実現が難しいものについては、そ
の理由を説明し、計画全般に対する市民の理解度を高める
ことを心がけた。市民との対話の中で出た主な意見を表４
に示す。
プロポーザル段階の提案はオープンプランの自由な活動

空間であった。市民交流の場を部屋の中に限定しないとい
う考え方について、当初、一般的な廊下でつながる諸室を
思い描く市民の中には疑問を示す人もいたが、「この空間で
何ができるか」を参加者全員で考え、意見交換することで、
開館後の柔軟な運営を視野に入れた議論ができた。
また、審査員として関わった学識経験者が、設計段階に

も参画し、要所で客観的な示唆を行い「建築から地域福祉
への発展」の可能性を述べることにより、局所的あるいは
即物的な議論に陥ることなく、円滑な市民参加を実現した。
図２では、プロポーザル提案の空間構成が市民との意見

交換によって変遷した一例を示す。図右側の立体駐車場か
らの円滑な動線の整理や、活動が透けて見えるオープンプ
ランの構成を保持しつつ、個別活動を保障する部分的に閉
じた部屋を設置することなどが、設計に盛り込まれた。
実施設計完了段階の第６回利用･運営検討会議（06 年 3

月）で設計結果を市民に報告した。また、市主催の「（仮称）
ぬまづ健康福祉プラザの役割とこれからの地域福祉」と題
したシンポジウムが開催され、総括議論を経て設計段階に
おける市民参加の成果を運営へと継承することとした。
4．今後の課題と展望
本報告では実施設計完了時点までの推移を述べた。多く

の人が関わった公共施設におけるＵＤ設計のプロセスで市
民参加がもたらす効果を表５にまとめた。また、今後の課
題としては以下のことが考えられる。
・工事段階における運営プログラム検討の継続
・工事段階における市民要望の変更を含む設計対応
・色彩やサイン計画における市民参加
・建築空間の把握がしづらい利用者への説明と対応
・若者の運営参加、世代間の交流プログラムの構築
・ホームページなどによるリアルタイムの情報公開
今後のスケジュールは06年7月着工、07年秋開館の予定

である。設計監理段階においても市民との対話を継続し、
上述の課題に取り組む。
本論は長期的な視座からＵＤ設計のプロセスに市民参加

がもたらす効果を考察するものであり、最終的には施設開
館後の利用運営状況も調査･分析し、実例を通して報告する
ものとしたい。
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